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富
‘ 

富山の文化高揚に寄与桂書房代表

勝山敏ー さんに
「
翁久允賞」

郷
土
の
書
籍

多
数
出
版

富
山
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
で
作
家、
躙
匁
加
(
1

8
8
8
S
1
9
7
3
年
）

の

遺
志
を
引
き
継
ぎ、
富
山
の

文
化
振
興
に
尽
力
し
た
人
を

顕
彰
す
る
「
翁
久
允
賞」
の

今
年
度
の
受
賞
者
に、
桂
書

房
（
富
山
市
北
代
）

代
表
の

勝
山
敏一
さ
ん(
73)
が
選
ば

れ
た。久

允
は、
現
在
の
立
山
町

に
生
ま
れ、
渡
米
後
の
1
9

3
6
年、
郷
土
誌「
高
志
人」

を
創
刊°
郷
土
史
研
究
に
心

血
を
注
ぎ、
富
山
を
代
表
す

る
言
論
人
と
し
て
広
く
活
躍

す
る一
方、
高
志
奨
学
財
団

を
創
設
し、
学
術、
芸
術
な

ど
の
分
野
で
貢
献
し
た
人
材

を
顕
彰
し
た。
現
在
は
公
益

財
団
法
人
「
翁
久
允
財
団」

（
須
田
満
代
表
理
事
）

が、

受
賞
対
象
を
富
山
の
腟
史
や

文
芸
の
研
究
者
に
広
げ
て
顕

彰
制
度
を
継
続
し
て
い
る。で房璽桂の代レしゴ

ん
市

さ
山

一

富
敏
＝

山勝

勝
山
さ
ん
は
76
年、
地
元

巖
社
で
編
集
長
を
務
め、

83
年
に
桂
書
房
を
設
立。
こ

れ
ま
で
映
画
化
さ
れ
た
「
納

椙
夫
日
記」
を
は
じ
め
郷
土

文
化
に
関
す
る
書
籟
を
数
多

く
出
版
し
た。
自
ら
も
米
騒

動
な
ど
を
研
究
し
「
女一
揆

の
誕
生」
(
2
0
1
0
年
）

な
ど
の
著
書
が
あ
る。
県
の

文
化
高
椰
に
寄
与
し
た
点
な

ど
が
評
価
さ
れ、
今
回
の
受

賞
と
な
っ
た。

1
9
9
4
年
に、
児
童
文一

学
者、
故・
稗
田
菫
平
さ
ん

の「
筆
魂

翁
久
允
の
生
涯」

も
出
版
し
た
勝
山
さ
ん
は

「
高
志
人
は
富
山
の
文
化
が

汀叶い
戸

一

人。
近
年、
再
び
久
允
が
見

乳出[
JJ闘一

き
た
自
分
が
久

窃
名
を
冠

し
た
賞
を
も
ら
っ
て
も
い
い

闘oつ
気
持
ち」
と
話

一

今
後
は
来
年、
発
生
か
ら

1

 0
0
年
を
迎
え
る
魚
津
の

米
騒
動
に
つ
い
て
さ
ら
に
研

究
を
進
め
る
予
定°
贈
呈
式

は
18
日、
同
市
桜
橋
通
り
の

一

富
山
電
気
ビ
ル
で
開
か
れ

る。

【
青
山
郁
子】




